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今
年
度
の
歳
出
の
内
訳
は
、
町

債
の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費
が
７

億
６
２
０
０
万
３
千
円
（
一
般
会

計
全
体
の　

・
９
８
㌫
）
と
、
最

２４

も
割
合
が
大
き
く
、
町
財
政
を
圧

迫
し
て
い
る
大
き
な
原
因
に
な
っ

て
い
ま
す
。
以
下
、
各
事
業
に
使

わ
れ
る
お
金
と
し
て
は
、
防
災
行

政
無
線
整
備
や
全
般
的
な
管
理
事

務
経
費
な
ど
の
総
務
費
が
５
億
９

５
２
０
万
５
千
円
、
福
祉
や
健
康

づ
く
り
な
ど
の
民
生
費
が
５
億
２

１
８
万
円
、
予
防
接
種
や
環
境
衛

生
関
係
に
使
う
衛
生
費
が
３
億
８

６
６
０
万
４
千
円
と
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
保
全
、
森
林
整
備
な
ど
に

使
う
農
林
水
産
業
費
は
２
億
５
２

９
１
万
４
千
円
、
町
道
の
改
良
・

整
備
、
除
雪
な
ど
の
土
木
費
が
２

億
３
９
９
６
万
４
千
円
、
学
校
教

育
、
社
会
教
育
な
ど
に
使
う
教
育

費
が
１
億
８
１
５
６
万
３
千
円
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
な

ど
の
商
工
費
が
５
７
３
４
万
７
千

円
、
議
会
運
営
な
ど
の
議
会
費
が

５
５
２
８
万
７
千
円
、
消
防
団
、

防
災
セ
ン
タ
ー
管
理
な
ど
に
使
う

消
防
費
に
１
２
３
９
万
５
千
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

一般会計歳出
（カッコ内は前年度実績見込との比較）

歳 出
　

３０億５,０４６万２千円
　

一般会計

公債費
７億６,２００万３千円
（＋５.７９㌫）

総務費
５億９,５２０万５千円
（△６.４９㌫)

民生費
５億２１８万円
（△９.３４㌫）

衛生費
３億８,６６０万４千円
（△６.８８㌫）

農林水産業費
２億５,２９１万４千円
（△１.４７㌫）

土木費
２億３,９９６万４千円　
　　　（△２４.４８㌫）

教育費
１億８,１５６万３千円
（△２０.６５㌫）

商工費
５,７３４万７千円
（＋２６.８７㌫）

議会費
５,５２８万７千円
（△７.３７㌫）

予備費 ５００万円
（＋５９.４４㌫）

消防費
１,２３９万５千円 
（△２３.２２㌫）
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赤
字
相
当
分
を
諸
収
入
に
計
上
、

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

　

今
年
度
か
ら
歳
出
額
が
歳
入
額

を
上
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ま
ち
の
一
般
会
計
は
赤
字
と
な
り
、

こ
の
状
況
は
当
面
続
く
見
通
し
で

す
。

　

こ
の
原
因
の
大
き
な
も
の
と
し

て
は
、
ま
ち
の
収
入
の
大
部
分
を

占
め
る
地
方
交
付
税
が
毎
年
削
減

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
今
年
度
も
、
昨
年
度
実
績
に

比
べ
て
６

㌫

程
度
の
減
額
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
事
業
を
実
施
し
た

借
金
の
返
済
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
す
ま
す
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
度
ま
で
は
ま
ち

の
貯
金
で
あ
る
基
金
を
取
り
崩
す

こ
と
で
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
基
金
残
高

は
少
な
く
、（
平
成　

年
度
末
で

１７

約
１
億
５
千
万
円
）、
そ
れ
も
で

き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
が
で
き

な
い
代
わ
り
に
、
今
年
度
の
一
般

会
計
予
算
で
は
、
歳
入
が
歳
出
に

不
足
す
る
額
（
赤
字
額
）
の
２
億

５
１
９
９
万
円
を
諸
収
入
の
う
ち

の
雑
入
に
計
上
す
る
こ
と
で
歳
入

と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
少
し
で

も
早
く
赤
字
が
解
消
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

赤
字
解
消
へ
向
け
て
、

様
々
な
面
で
歳
出
を
削
減

　　

赤
字
を
解
消
す
る
た
め
、
今
年

度
予
算
で
は
、
今
ま
で
よ
り
も
さ

ら
に
歳
出
の
減
額
を
図
り
ま
し
た
。

　

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
職
員
は

平
均　

㌫
、
町
長
は
約　

㌫
の
減

１０

３０

額
、
助
役
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

総
額
で
約　

㌫
の
削
減
、
教
育
長

１２

も
同
様
に
９
・
７
㌫
の
削
減
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
７
㌫
、
農
業
委
員

と
教
育
委
員　

㌫

の
減
額
を
す

１０

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
通
勤
手
当

の
見
直
し
な
ど
も
含
め
、
昨
年
度

と
比
べ
て
７
３
３
１
万
９
千
円
の

減
額
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
庁
舎
を
は
じ
め
、
各
公

共
施
設
の
維
持
管
理
費
を
見
直
し

て
５
９
５
万
円
を
減
額
、
庁
舎
清

掃
や
文
書
配
布
を
職
員
が
行
う
こ

と
に
し
て
合
計
１
４
４
万
円
を
減

額
し
ま
し
た

　

さ
ら
に
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

補
助
金
２
９
８
万
円
を
は
じ
め
、

各
種
団
体
等
へ
の
補
助
金
額
の
見

直
し
を
図
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
る

リ
バ
ー
サ
イ
ド
ひ
の
の
管
理
委
託

料
５
６
０
万
円
、
納
税
組
合
へ
の

報
奨
金
９
９
万
円
な
ど
の
削
減
な

ど
、
す
べ
て
の
事
務
事
業
に
お
い

て
徹
底
し
た
経
費
の
削
減
を
行
い

ま
し
た
。

　

平成１８年度一般会計歳出予算性質別集計表
（単位：千円、△減額）

対前年度比

（㌫）
比較増減

前年度実績

見込
本年度科目

８９.５９△７３,３１９７０４,０１３６３０,６９４人件費

８２.０９△５３,１１４２９６,６１１２４３,４９７物件費

４７.８６△１７,６５５３３,８６４１６,２０９維持補修費

１０５.２８７,４１１１４０,２８１１４７,６９２扶助費

８７.６０△８２,０２３６６１,４８５５７９,４６２補助費

９１.２３△２１,２４７２４２,２８４２２１,０３７普通建設事業費

０△２,６８５２,６８５０災害復旧事業費

１０５.１３３７,６１３７３２,７２０７７０,３３３公債費

９０.９８△５８６４３５８５積立金

１２６.８６１１,６０７４３,２１８５４,８２５貸付金

９６.４７△１３,９３５３９５,０６３３８１,１２８繰出金

１５９.４４１,８６４３,１３６５,０００予備費

９３.６９△２０５,５４１３,２５６,００３３,０５０,４６２計


